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 要  旨 
 構造用材料としてのセラミックスは、優れた性質により多くの分野において利用されている。
しかし、一般にセラミックスは、金属やプラスチックと比較して著しく脆く、強度がばらつくと
いう欠点が存在する。そのため、構造用材料に要求される信頼性を確保するために統計解析が必
要不可欠となる。一般に、セラミックスの強度試験として JIS 規格(R1601)に定められている曲
げ試験が用いられる。３点曲げ強度試験により、破壊時の最大応力である破壊強度、試験片の破
面を観察することで破壊原因および破壊位置の情報を得ることができる。 
 小橋・鈴木・松尾(1994)らは、内部亀裂のみの破壊強度に関する強度分布の母数推定のための
試験計画について、また鈴木・金(2002)らは強度分布をワイブル分布とし、その形状母数mにつ
いて内部亀裂m1・表面亀裂m2の形状母数が等しいとする仮定のもとに、内部亀裂・表面亀裂の
破壊強度に加えて破壊位置情報を用いた強度分布の母数指定のための試験計画について検討して
いる。また渡辺(2006)は母数未知の下での最適試験計画を検討し、さらに破壊位置情報(x, y)にお
いて、実際には y軸方向の破壊位置情報を得ることは容易とは限らないため x軸方向のみの破壊
位置情報において、さらに x軸方向も用いずに破壊位置情報なしにおいての最適試験計画を検討
している。この従来研究は、ワイブル分布における内部亀裂・表面亀裂の形状母数の推定精度に
着目し、シミュレーションを用いることなく数値的に解析し、母数推定への最適試験計画につい
て検討し、２種類の試験片を用いることで最良な推定精度および試験片の数を減らしうる試験効
率に関し検討している。 
上記の従来研究では試験に臨む上でのサンプルサイズの検討がなされていない。そこで本研究
では、サンプルサイズの決定を目的とした。破壊位置情報(x, y)・x軸方向のみ・x軸方向も用い
ない場合の試験別に、内部亀裂・表面亀裂の発生確率に着目し、内部亀裂m1・表面亀裂m2の形
状母数の推定に必要なサンプルサイズの決定を検討した。 
 
